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論文内容要旨
 1緒言
 原油・天然ガスの移動・集積の問題解明へのアプロ ーチには多くの方法があり得るが, 筆者のよ うな
 探鉱 現場にある者の立場からは, 大きくわけて次の2つ の地質学的方法が最も実際的かっ重要であると
 考え られ る。
 ① 個々の油・ガス田を精細に調べ, 油・ガスの現実のあり方を層厚・岩相および構造等と関連付け,
 移動・集積の時期 ・機構 を考察する方法であ る。
 ② もっと大きな, 堆積盆地の単位で考える方法である。 例えば最も普通に行われているのは, 5万
 ～20万分の1位のスケ ールの層厚図. 岩相図に既存の油・ガス田をプロットし, 油・ガスの胚胎位置等
 にっ いての共通性ないし法則性を求 めるといったやり方であ る。
 また, この第 2のアプロ ーチ法に入るものとし て, 原油・天然ガスの比重・化学組成等の変化を左右
 する要因 は伺かという点を追求し, この面から移動・集積の時期・機構を考えていく方法がある。
 移動・集積 の問 題について は, これまでに内外の諸学者 によ り種々 の面か ら多く の研 究がなされてい
 るが, これらは主として原油に関するもので, 天然ガスについては, これまで世界的に利用度が低かっ
 た、めか割合研究が少ない。 しかし, わが国とく に新潟県では近年原油よりもガス田が多く発見・開発
 され, 需要の面からも天然ガスの重要性が増 し, 天然ガスの移動・集積の問題を解明する必要性が大き
 くなってきた。
 本文ははじめに述べた 2つ の地質学的方法にのっとつ て, 新潟 県における天然ガス鉱床のあり方を考
 察しようとするものである。
 π 天然ガスの性状
 北蒲原地域の平木田・紫雲寺・新胎内および東新潟ガス田, 中央油帯地域, 見附油田, 頚城油ガス田
 の天然ガスの性状を, 比重・ CH4 V・1%および i-C4 Hlo/n-C4 Hlo の比について調べた。
 そ の結 果 天然ガスの性状は主として地層層準に, それも累層単位で密接に関連をもっといえそ うで
 ある。 ガス性状 は温度・圧力, したがってまたそれを規定する深度に関連すると考えられ易いが, 深度
 は主要因ではない。
 皿 地膚水の性状
 紫雲寺および東新潟ガス田の仕上げ層 から産出した地層 水の分析値を層準別に整理したとこ ろ, 地層
 水の性状も天然 ガスと同様, 大体累層毎に特徴をもつことが分った。
 見附油田および田麦山油田の城井の泥岩コァ の間隙水の分析値 も, お、よそ累層毎に特徴をもつ。
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 y ガス・水の性状に関する総合的考察
 天然ガスの性状が累層毎に特徴をもつという事実から, 各累層中に生成されたガスが, 累層境界を横
 切って移動し他の累層中に集積することはないという推論がなされる。 この解釈としては, ガスの庄成・
 移動・集積 のサイクルの大勢 は地層堆積後比較的早い時期 にほ 9終了す る, すなわ ち, このサイクルは1
 累層 毎にほ 9完結するという考え方が可能であろ う。 この場合, 累層境界は見響け 上ガスの移動に対し1




                     
 油・ ガス層の地層圧指数 〔( 密閉坑底圧/深度)×10〕, すなわち圧力が静水圧の何倍になるかを示
 す数値は同一累層中の油・ガス層については大体一定, 累層が変ると急に指数の値も変る場 合が多い。
 実例として 東新潟ガス田および見附油田を示す。
 音波検層(Son圭。 l曙) によ り測 定さ れる泥岩中の音 波走行時間( △t sh) を深度に対しプロッ トす
 る方法を使えば, 仕上げていない貯留岩およ び泥岩 部分の圧力傾向を連続的に知ることができる。 この
 方法は△t sh が泥岩の孔隙率に正比例 し, さらに孔隙率 は圧密の程度, つまり圧力を表わすという理
 論に基礎をおく。 こうして得 られた地層 の圧力の変化傾向も累層に関連をもち, 同一累層中では比較的
 一定, 累層が変る と傾 向も変 る場 合が多 い。 実例 として平木田・ 東新潟ガス田および見附油田を示す。
 地層の圧力 は, とに新しい堆積物が累重し次第に深く埋没されることにより生じるものである。 堆積
 物中に含まれている 水が, 圧密が進むにつれ順調にしぼりだされる時は静水圧になるが, 堆積物中に多
 量のモ ンモリロナイ トが生成されているような場合には, 圧密 に伴 なう排 水が順調に進まず異常高圧が
 生じ る。 静 づく圧から種々の程度の異常高圧にわたる圧力 の傾 向が累層に関連することについて は, 次の
 ような解釈が 可能 であろ う。
 ① 累層 により岩相とくに粘土鉱物の量・組成が異な り, 圧密に伴なう排 づくに難易が生じるため圧力
 が変ってくる。
 ② ある地層の圧力は蛍に ■ヒに累重する堆積物のみによるものではなく, その地層 の経てきた地史を
 反映するという見 方, 例えば堆積のギャッ プ等は.ヒ に新しい地層が堆積してもうち消されることなく圧
 力傾向の上に残る。
 さきに累層境界がガスの移動に対し barrier とし て働くことを推論したが, 本章で述べたことは現実
 に累層境界が圧力い・かえれば圧力の異なる流体の移動に対し harrier となっていることを示 す。
 普通, 地層境界とは岩相および化石を基準として設定される地質学的概念であるが, 石油地質学の立




 〔層 厚 変化 の状 況〕
 西山・椎谷両層について, 全層厚およびそれぞれを電検1㎎ 上のm&rker で細分した区間の等層厚線
 図を作成した。 それによる と, 椎谷層の時期に は東新潟構造の西側にかたまりがあり東方へ深くなる形
 で, 現在の東新潟構造はこのかたまりの斜面部にあた り鼻状構造程度で未だ ドーム構造はできていなか
 った。 西山層 の時期に は, 東新潟構造はほ ず現在の位置にほ y現在の形で堆積時のか ブこ まりとしてでき
 あがりっ、あっ た。
 〔ガスのあり方〕
 西山層については, 構造と等層厚線図上のたかまりがほず一致してお り, ガスはもちろん滲透率 の影
 響を受ける場合もあるが, お・よそこのたかまりの頂部に胚胎していると考えて 差し支えない。 椎谷層
 については, 2,900mD層および3,100m層 の ガスはむしろ構造的に下がった東新潟地区南部か ら松崎地
 区にあ り, 現在の構造よりも椎谷層堆積時の条件が大きく働いていると考えられ る。
 噸 紫雲寺ガス田
 〔層厚変化およ ぴ砂の発達 の状 況〕
 西山層の等層厚線図 の形は現在の構造とほ ず一致 してお り, 砂は北と南のた かまりの聞のくぼみに堆
 積している。 椎谷層の等層厚線図 の形は現在の構造 と大分異な り, 現在の背斜極隆部はむしろ沈降部 で,
 現在の背斜 の北部にたかまりがあった。 砂は現在の背斜北部沈降部に発達 し, これは椎谷層堆積時のた
 かまりの斜面部に当た る。
 〔ガスのあり方〕
 西山層 のガスは主とし て砂 の発達状況に支配されてお り, 北 と南 のた かまりの間 の鞍鵠の砂に胚 胎さ
 れる。 椎谷層のガスは背斜の北部沈降部に存在する。 これ は, この地区が椎谷層堆積時にたかまりに近
 い位置であったこと ㍉ 砂の発達がよいことの2つの原因が考えられる。 なお, 現在の背斜頂部に僅か
 なが ら見られ る砂 は大 部分 水層 であ る。
 〔累層境 界が ガスのあり方に 果た す役割〕
 東新潟および紫雲寺ガス田の例において, 西山・椎谷両層の等層厚線図の形がかなり異な り, それに
 応じて砂の発達状 況, ガスの集積場所も異なること を述べてき た。 新潟県下の主なガス田について調べ
 てみる と, 2っ以 hの累層 か らほ 9同程度に産ガスする例 は案 外少ないといえる。 さ らに1つのガス田
 内においてしばしは累層によ り産ガスする場所が異なることまで考慮する と, 累層境界が堆積盆地の形
 を規定する基盤 の構造運動の変化点であることを通じ て, 天然ガスの移動・集積に大きな役割を果たし
 ていることが考え られ る。
 、狙 火山岩油ガス窟
 熔岩 ・集塊岩等 を貯 留岩 とする いわゆる火山岩油ガ ス層 の集油 ガス機構 は通常 の砂岩油ガス層 とや、
 異な り, 必 ずしも堆積時のたかま りでなくて も, 異常高圧を発生 し易 い環境にフラクチャ一等による孔
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 隙をもつ火山岩類がある場合, 主に上方からの油ガスの移動により成立すると考えた。
駅結論
 天然ガスの移動・集積に関連する問題について, これまで種々の面から考察してきたが, これ危は相
 互に密接に関連しあってお り, ガスの移動・集積 の問題はこれのみ独立にとりあげ考察するべきもので
 はな く, あくまで堆積盆地の 地史 的発展過程 の中で, そ の1部としてとらえるべき 問題であると考えら
 れ る。
 ① 等層厚線図の変化において最も端的に認め得るように, 堆積盆地の形さらにいえば基盤の構造運
 動の様式は各累層毎に異なる。 逆にいえば, 構造運動が変ることによ り, 累層として認識できる地質単
 元ができ る。
 ② この構造運動の変化がすべての根本で・ これにより地層のでき方1 供給源, 堆積環境等が規定さ
 れ, さらに天然ガス・地層水の性状, 圧力傾向等が累層毎に特徴をもつ という現象がでてく る。
 ③ 天然ガスの移動・集積については, ガスの性状が累層に関連することおよびガス田内のスケ ール
 で見た場 合も ガス は各累層毎に堆積時のたかまりに集積している事実よ リガスの移動・集積の大勢 は堆
 積 後比較的早 い時期 に終了するも のと考え られ る。
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 論文審査結果の要旨
 新潟県下の天然ガス鉱床 の成因を究明し, この地域においては天然ガスの移動 ・集積 は堆積盆毎に,
 また各累層単位に行われ, 累層 形成後は顕著 な移動 は行われなかったとい う, ガス鉱床の早期形成を立
 証したものが本論文である。 全編は9章より成る。 第1章 は緒 言, 第2章以下は平木田, 紫雲寺, 新胎
 内, 東新潟, 中央油帯, 見附, 頸減等のガス田をとり扱 う。 第2章はこれらガス田の天然ガスの性状,
 特に CH4 の容量比 及び i-C4 Hlo /n-C4 H】oの比が累層毎にその特性を有 するこ と。 第3章にて は仕
 上層の地層水並に, 泥岩コーア間隙水も累層毎に特徴あることを指摘 し, それらの結果か ら, 第4章に
 おいて, ガスの生成 移動, 集積のサイクル は地層堆積後比較的早期に終結し, 地層境界は見掛上ガス
 に対して barrierとして働くことを論ず る。 第5章においては地層の物性もまた, 累層毎に特異性を有
 することを, ガス層の地層圧指数 と, 音波検層によって得られる泥岩層の圧密傾向が, 累層毎に特徴が
 あり, 地層の異常高圧の形成 も, 累層の 1特徴となっていることを述べる。 第6章にては東新潟ガス田
 に て, 等層 厚線図の検討を通じて, 西山層中の鉱床 は構造 と, 等層厚線図によって推論されるたかまり
 とが略々一致するが, 椎谷層においては構造的に下がった所に鉱床があ り, これは椎谷層堆積時の条件
 によって鉱床形成が決定されたことを論ず る。 第7章では紫雲寺ガス田において も, 西山層 の等層厚線
 図と現在の構造との一致, 椎谷層の等層厚線図と現在の構造との相違を明に し, さらに砂の発達状況の
 解明か ら, 西山, 椎谷両層におけるガスの移動, 集積が, 夫々独立に行われたことを論ずる。 第8章に
 おいては火 山岩ガ ス層を検討 し, これらは必ずしも堆積時のたかま りでなく て も, 異常高圧を発生 し易
 い環境にフラクチャー等による孔隙をもつ火山岩類がある場合, 主に上方からの油, ガスの移動によっ
 て成立するであろうことを論ずる。 而して第9章は以上の結論である。
 本研究によ り, 新潟ガス田のガス鉱床の成因につき, 多くの新知見を加 え, 探鉱上有益な指針を与え,
 石油鉱床学の進歩に貢献する所が大きい。
 よって審査員 一同 は, 著者西島進は理学博士の学位を受けるに足る十分な研 究を行なつπものと認め
 る。
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